
壁画の由来 壁画の大きさ

センター北駅構内に飾られている 2枚の「壁画Jは、 2008年に「第4回アフリ力開発会

議 (TICADIV)Jという国際会議が横浜で開催されたときに、アフリ力の「アンゴラ共和国J

から両国の友好・親善の証として制作され、贈られたものです。

このとき、会議の参加国を各駅で紹介する「1駅 1国運動Jが開催され、センター北駅

ではアンゴラ共和国を担当した経緯から、これらの壁画がセンター北駅に設置されました。

大きい壁画（後ろの壁画）は、高さ 2.Sm・幅 18mで、す。

小さい壁画（2階・ 3階エスカレーター横の壁画）は高さ

1.75m・幅 6mで、す。実際の民族衣装の素材なども付けられ

ており、立体的で、迫力ある作品となっていますよ

壁画のテーマ・制作の様子 「アンゴラ共和国Jとは

壁画のテーマは2枚とも「友情の証Jです。タイトルはありませんが、

民族楽器やカーニパルなど自国の文化を鮮やかに表現しています。

また、この壁画はアンゴラ共和国政府文化庁から派遣された4人の画家

が、 5日聞かけて描き上げました。

アンゴラ共和国 アフリ力大陸南西部に位置

する共和制国家で、首都はル

アンダ。人口は約 2500万人。

面積は日本の約 3.3倍。国京

ルトガル植民地であり、 1961

年からアンゴラ独立戦争を戦

い、 1975年に独立。独立後

は長期に渡り内戦が続きまじ

たが、 2002’年の終戦後、近

年は石油やダイヤモンドなt
の豊富な資源を背景に経済発

展を続行ています。

写真提供：

駐日アンゴラ共和国大使館

地図出展：WikimediaCommons 

壁画制作の様子

アンゴラ共和国と横浜市・都筑区の関係
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